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木造高山観測所の設計及び建設勢

中谷宇吉郎，岡田鴻記，菅谷重二刊

=セコアユ/ヌプリ山稜上八合目附近， 1100mの地黙に樹氷の観測に遣した山頂気象観測所を

建設Lた・此の地貼は前々年D冬に雲洞を作って観測iJLた所である・叉前年冬には同じ場所に天
(1) 

幕を張って4週間の観測を行った・との2冬の経験に工って冬期の気象扶況を調査した結果p 此

の地黒占に観測j所を設置じ得る大曜の見込は立っていたのである・

該地賠はそ喜朗気温-300C以下に下降するととがあり，又風速極めて大きし 30mの苧均風速

に 40mの突風をまじえるととも珍しく泣い・そういう地駐に木造の観測所を建設し， 1箇年を

経過して幸い倒壊破損を免れたので，その設計及び居住性について報告ナる・木遣を試みた理由

は，保温及び居住性を考慮したととと，夏期2箇月のうちに完成する必要があったからである・

建設地駐は，第1闘に示す如く?山稜上の傾斜地である・

第 園

長北海道大率低混科事研究所業績第 17鋭.

戸 北海j堂大拳低温科事研究所及び替繕課.

比較的平坦f工場所を選んだのであるが，

傾斜はか友り急で，前後及び左右にそれぞ

れ2JO程度であった・それで、建物の一隅は

今ば地中に埋る J:うにして建てた・建物は

第2園に示すま口し、建坪 14坪の長方形の

簡車左足形とし観測室を大きくとわ山稜側

に暗室，ニ段のベツれ厨房・を簡単にとり

つけたものである・他にス干 F ブの入らぬ

低温室粂入口と露牽とがついている・

建物は主風の方向に大瞳直角に建てp 屋

上に天然小風洞室と百葉箱3個とを置い

た，風洞室と百葉箱とは互に主風の方向を

邪躍したい上うに配置した・

樹氷の生成に遇した{尉牛の時はp いつで

も風速が大きし 20m乃至 30ml乞遣す

(1) 菅谷章二: 冬期高山喜男iJlIJ基地としての雲洞妓に天幕Kついて，雪氷，第2巻(昭和 17年)，209頁.
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第 2 闇

るのでp 観測j者は風に抗して直立していることは困難で、ある・それで、小風洞室を作って，その中

で主として観測した・第3園に於てp 屋上にある1坪の小屋がその小風洞室である・風洞室の三

壁には目の高さに高さ約 40cm

の細長い窓をあげである・そし

て向い合いの壁に渡して，長さ

2m，直径40cmの木製に角形

の直筒風洞を設けてp 風評jの南

端を窓にとりつける.風洞は主

風の方向に設置し，それ以外の

宮、の部分は木板で蓋う・、との工

うにするとp 風洞内には強風が

通るが風洞室内には風は入ら主主

い・観測者はE互に防寒服装をす

るた、げで柴に観測が出来る・風ー一一一姿 圏一一一

2湾 3 園 洞は中央を約 30cmにしぼり，
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その附近の壁に孔をあげてP 着氷Eと生をしむべき装置を入れ，又照明用の窓をとりつける.今きち

の観測では，此の部屋で主として細い針金に付く震氷の頴微鏡活動寝異をとった・

建物の設計は北大管轄課岡田技手が主として行った・設計上特に考慮せし黙は，

A. 風塵について

標高1.100m の屋根に建設する濁立木造家屋であってp 風塵は到底地上一般建築物の比では

たい・瞬間風速の最大は屡:t40 mJsecに達ずるものと推定される・それで、設計は 50mjsec ~ 

採用し，風塵は

を採用した・

vz 502 
q=:;一一一=ー一年169kgjm2 16 -16. . ---~ .."，;; 

B ・浮力について・

横カの大きいのに比較してp 建物の自重誌に径聞は共に小さいので，風上側に於げる浮力は意

外に大奇い・桂1本宮り約 1)400kgに及ぶものと推定される・それで、建物の基礎に封ナる碇青年

に特殊工法を必要とする・

以上の見解の下に採用じた特殊構造法は

A.建物の軒高ま低くすること

との目的の震に一般構造法によらず勺小屋組を廃L)斜材を以て屋根と天井とを粂用L)且つ

建物表面は極力凹凸を避けた・

B. 架構法
弘、

横力に封L垂直力は殆んど考慮する必要がたいのでp 架構法は専ら横力に抗L得るように結構

した.即ち各部材は二次モ戸メントを大主主らしめんがために p 短形断面を用い p 且つ努めて三角

形を構成するようにして饗形を防止した・

c.基礎及び碇着

基礎は組掘とたL，地杭に割L縦横に水平丸太を井桁に組合せp 割栗石及び土砂を以て埋戻し

をたして地杭を碇着した・ 71<.の得られ泣い土地でああのでp セメシトは使用したかったが，此の

碇着法は十分成功Ljと・上部建物桂は添柱を以て地杭と固定した・
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D. 保温について

木造建築物は保温には最適のもので，隙間風の侵入?と防ぐ主う特に注意を梯ゥた・壁を木張二

重として中に鋸屑を入れた.窓は二重引戸と LてP 中央で枠が四重に重る所をボ戸 Yレトで諮っ'

た・それで、も風速 30mを超す時には， 4板の戸が一緒に約 lcmもL友って幾多の危険を感じ

什一

.55x.4-5 
.35X.15 

型J A呈

.45X.40 

10.5 

第 4 圃 家の構造断商圏

4.5--J 
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た・とれは更に補強の必要があるものと思はれる・保温の主主果はよく護揮され中形薪ストーブ 1

4岡で十分ぜあった.

以上の構造法は第4園でよく見られる如くである・

工事は8月1日より地友らしにかかり， 20日工り建築に着手， 9月初日に竣工L1と・材料運

搬の篇にt士、抗馬を用いた・此の世の工事としては著しく短期間内に完成した・電源、には 36Vの

電池を用いガソゾン議電機で、充電した.

此の観測所に於ては，昨年 12月 2)日から今年1月 15日に亙って第1同の観測を主主し， 3 

月 10日より 4月初日に亙って第2同の観測をたした・此の杢期聞に亙って薪の使用量は炊事

用を入れて全部で5敷ですんだ・

居住性は良好で，愉快に観測が出来た・室内の温度分布は意外に一様で、P スト戸ブの極〈附近

を除き，隅々と中央部分叉床上 20cmと 1m50cmの高さとでも約 50C以内の温度差に止っ

ていることが多かった・換気も十分に行はれ，夜間薪ストープが泊えても，室内は ooc以下に

は降らなかった・

以上の結果から，高山観測所としては，強度を保つ上に特殊の考慮を梯えしまp 木造建築物が居

住性の良好友る賠及び工事の迅速主主る賠で優れた特徴をもつものと恩はれる・


